
日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に基づいて活
動する非営利の民間海外協力団体 (NGO)です。1981年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、
教育支援、緊急援助、人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food 
for the Hungry International Federation）の一員として、20ヵ国 60のパートナー団体と協力し、アジア、アフリカ、中
南米の開発途上国で、「こころとからだの飢餓」に応える活動をしています。

飢餓対策ニュース　第 313 号　発行日2016 年 7月20日（毎月20日発行）定価15円　

　18,800。さて、何の数字だと思いますか？単位は何で
しょうか？円でしょうか？人でしょうか？答えは「日」で
す。18,800日。実はこの原稿を書いている時の私の生き
た日の数なのです。自分の年齢に365を掛けて、直前の
誕生日から、計算した日までの日数を足し、そこに生ま
れた年から今までの閏年の日数を加えると、あなたの生
きた日数がわかります。私の場合は、18,800日だったと
いうことなのです。普通、年齢は「年」で数えますが、こ
うして「日」で数えると、自分が生きてきた歩みを実感す
ることができます。すべてを思い出せませんが、あんな日
もあった、こんな日もあったと、今までの人生の歩みを振
り返ることもできます。ぜひ一度あなたの「日齢」を計算
してみてください。
  ここで改めて考えてみたいと思います。自分が重ねてき
た１日１日ですが、その１日にどんな助けがあっただろ
うかと。誰が自分を助けてくださり、犠牲を払って支えて
くださったかを。お願いをしたわけではありませんが、そ
んなことを構わずに私のために祈り、犠牲を払って支え
てくださった方々がいたかを。そして、今日生きることが
できたことを振り返ってみても、同じように誰かがどこ

かで支えてくれたからなのだと改めて思うのです。自分
で生きているなどという傲慢さを捨てることができた
ら、どれほど感謝が生まれてくるのかと反省させられま
した。
  私もこのようにして１日１日支えられて生きてくるこ
とができて、18,800日を数えることができたならば、今
度は私が誰かの「１日」のために、喜んで支え、犠牲を払
う必要があるのだと思います。何年、何十年という年月
を考えると、途 方もないように思いますが、まずは
「１日」、誰かのために何かをしようと思い、行動を始め
ることはできるはずです。　
　１日に、飲み物一本分の「犠牲」。１ヶ月で約4,000円
です。しかし、それによって明日生きられるかわからない
アフリカの、アジアの、南米の、世界の１人の子どもの
１日を支え、やがてその１日が重なり続けることによっ
て、その子どもも「私は3650日生きることができた」と
か「10,000日」の記念日を家族で祝う時が来ることを考
えたいと思うのです。私もそうやって、１日１日支えられ
て18,800日を刻んできました。誰かの1日のために、
私たちにできる何かがあるはずです。

1分間に17人（内12人が子ども）
1日に2万5,000人
1年間では約1,000万人が
飢えのために生命を失っています。

「18,800」 日本国際飢餓対策機構  理事長　岩橋竜介
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今すぐ
募金が
できます！

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□  ハンガーゼロ・サポーターとして協力します。
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□ チャイルド・サポーター（世界里親会）になり
 たいので説明書（申込書）を送ってください。
□  海外スタッフ・サポーターとして協力します。 
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□  JIFHサポーターとし て協力します。
　  毎月（　　）口 （１口 500 円）
□  郵便自動引落し申込書を送って下さい。
□  その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。

FAX・072-920-2155

現在までに
4162口

ハンガーゼロ
サポーターを
大募集中!!

氏
フ リ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フ リ ガ ナ

所：
〒

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

▼申込日：　  　年 　月  日▼NL 313 号

「かざして募金」はスマートフォンからご利用できます。募金は、ソフトバンクモバイル（株）経由となります。詳しくはウエブサイトをご覧ください。

ハンガーゼロ
で検索！

２０１６世界食料デー大会テーマ決定！！
　わたしから始める、世界が変わる

育てよう、希望の苗を
子どもたちが「生まれ
てよかった」と思える
世界のために今、私た
ちから始めよう。
今年も１食分募金を行
います。ぜひご協力く
ださい。次号「２０１６
世界食料デー特集」で
紹介します。
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　今年も９月末から全国各地で「世界食料デー大
会」が開催されます。今回は現地報告者としてボリ
ビア駐在の小西小百合に加え、FHバングラデシュ
からスタッフのティムとアンドレア・ダンツ夫妻（米
国人）が来日します。二人は2008年からFHバング
ラデシュに赴任。現在、ティムは、国際飢餓対策機
構(FH)/バングラデシュのエグゼクティブ・ディレク
ターとして、アンドレアは、FHのアジア地域プログラ
ムマネジャーとして、地域で最も弱い立場の人々の模
範となるリーダーになるように地域の男女を訓練しています。
　二人は、１０月に関西と愛知の世界食料デー大会で現地報告を行う予定
です。ぜひご参加ください。各地の大会日程は次号でお知らせします。

世界食料デーでFHバングラディシュスタツフが現地報告

当機構の親善大使ナイトdeライトの
皆さんに活動地カンボジアを訪問して
いだきました。P3-5に記事を掲載。

親善大使の海外研修報告
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旅行にも便利な 刺繍小物２点セット
バングラデシュの地方に暮らす女性たちの
自立支援を目的としたフェアトレード製品

A	ポーチ（クジャクの刺繍）
	 化粧品、パスポート、
	 通帳入れなどに
	　	サイズ：巾15×高さ10
	 ×まち巾6㎝
　	2,000円	（色はおまかせ）	
B	ポシェット（魚の刺繍）
　	携帯電話、眼鏡ケース
　	などに
　	サイズ：巾10×高さ15㎝	ストラップ120㎝
　		700円　①くろ、②きなり、③あか																															
※ポシェットはご希望の色を番号で指定し
てください。指定がない場合はおまかせと
させていただきます。　
AとB、各1個セットで税込2,700円を
送料無料でお届け！

2016年地球家族カレンダーで先着100 名様
にお送りした割引チケットをご利用いただけます
ので、お持ちの方は番号をお知らせください。

【問合せ】キングダムビジネス
〒540-0026　大阪市中央区内本町1-4-12NPO ビル402

TEL：06-6755-4877　FAX：06-6755-4888
メール : customer@kbwin-win.org
Web：キングダムビジネスで検索。

A B



　突然の激震に襲われた熊本と
大分。本震当日と２日後に当機構
スタッフ３名は、15日にはすでに
支援活動を始めていた熊本ハーベ
ストチャーチ（中村陽志牧師）に
向かい、現場活動と支援センター
運営のサポートを担うことになり
ました。私が到着した18日には、
20名近くのボランティアが集まっ
てきており、続々と届く物資の受
け渡しと各地への配送、近隣家屋
の片づけ、食事の炊き出しなどを
担ってくれました。この時点で、熊
本市内は電気は回復していたもの
の、水道・ガスは使用できない中
でも、ボランティアさんたちは、一
言の愚痴もこぼさず、お互いを気

遣いながら、「少しでも熊本のた
めに役立ちたい。」と、黙々と作業
を続けました。

海外から支援チーム次々と

　熊本に駆けつけてくださるボラ
ンティアさんは、東日本大震災で
支援活動をした方も多く、その経
験も生かされていました。九州は
アジア地域から近く、韓国、香港、
シンガポールからチームを組んで
来てくれていますし、中には、自分
の日本一周旅行の予定を変更し
てボランティア活動に充ててくれ
たイギリスやフランスの方もいま
した。日本人と外国人が一つにな
り、被害を受けた地域を作業する
姿に、被災者も少しずつ笑顔を取
り戻していきました。

外部団体の協力も力に

　今回の熊本支援は、県外教会
はもちろんのこと、外部団体もそ
れぞれの得意分野を生かして九
キ災（九州キリスト災害支援セン
ター）をサポートするという協力
体制が出来上がりました。１つの
団体が行うことには限界があって
も、多くの団体が協力することで、
働きが２倍にも３倍にも広がって
いったことは、支援者と受益者の
双方にとって、良き結果となりま
した。

「協力」は、九キ災内部に留まら
ず、益城町では、地元の住民自身
や行政、外部支援者が復興を前
進していくための『益城がんばる
もん会議（通称：MGM）』が、週
１回開かれており、益城ベースス
タッフも出席し、『２日後にの〇〇
のお手伝いが必要』（例：引っ越し
作業人員、炊き出し、農業支援な
ど）と要請があると、九キ災のボ
ランティアを派遣しています。
　熊本から離れると、地震の報道
はほとんどされていません。実際
には、避難所生活は続いています
し、大雨や余震による二次災害も
懸念されています。
　当機構は6月30日で現地でのサ
ポートを、地元スタッフに引き継ぎ
熊本を離れましたが、今後も形を
変えて、熊本地震の支援を継続し
ていきます。
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東日本支援の経験を活かすボランティア

日本国際飢餓対策機構・親善大使

2006年北海道札幌市で結成された希望を歌う4人組人気バンド。ヴォーカル：平野翔一、ギ
ター：三橋恵之矩、ベース：長沢紘宣、ドラム：田中満矢の4人によって構成される。2012年1月に
「終わらない夢」がコンサドーレ札幌公式テーマソングに採用され、同曲は「白い恋人」でおな
じみの石屋製菓のテレビCMに起用される。2015年１月には、スガシカオ[hitori tour] 札幌公
演のオープニングアクトを務める。2015年4月、フルアルバム「Familia」リリース。

活動拠点で事務局運営を手伝う当機構の伊東（中央）と福地（手前） 被災地域の農家で田んぼの手伝いをするボランティアチーム

熊本地震の活動は、九州キリスト災
害支援センターのフェイスブックで
ご覧いただけます。
https://www.facebook.com/
kumamotoshien/

様々な国からのボランティアも集まりました

熊本地震緊急支援報告

現地派遣活動を終えて
東北事務所　伊東綾

熊本緊急募金報告：16,865,212円（6月末現在）。ご協力ありがとうございました。募金の受付は終了しています。

カンボジア研修 参加レポート
　昨年６組目の親善大使として就任していただいた4人組人気バンド「ナイトdeライト」の皆さ
んをJIFHの活動地の一つ、カンボジアにお連れし、貧困と闘う現地の人々の状況や支援活動の
詳細を見ていただきました。
　アンコールワットで有名なシェムリアップ市街より車で１時間半、美しい農村地帯を走り抜け
たところにスバイルー地区があります。そこのバンミリア村、チャンヒア村、トイチェイ村を訪問
し、日本のチャイルドサポーターさんより教育支援を受けて学校で学ぶ子どもたちとの交流や、
たくさんの村人が集い村の自立開発に向けて村の課題のあぶり出しやすでにある資源の確認な
ど、熱心に意見を出し合うミーティングに参加しました。また皆が少額を出し合い低金利で貸し
出す貯蓄グループのミーティングにも参加し、実際に小さなお店や養豚事業を始められた家庭
も訪問させていただきました。それぞれの村が日本のチャイルドサポーターさんのご支援とFH
カンボジアとの協力によって、どのように自立に向かっているかを見せていただきました。
　村の子どもたちや村人との交流も感動的で行く先々で歓迎され、ナイトdeライトの演奏や歌
声に感動と歓声が沸き起こっていました。
　４日間という短い滞在ではありましたが、グループの皆さんの現地ゆえに見聞きできた事柄を
通しての気付きや親善大使としての決意などを、メンバー全員がレポート（次頁）してくださいま
した。（啓発総主事　田村治郎）
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カンボジアでの4日間を終えて

　今回、親善大使としてカンボジアに行き、現地
でのFHの働きや村の子どもたち、大人の人たち
との関わりの中で強く感じたことは、「大きな信
頼」が土台にあるということでした。もちろんそれ

は簡単に築かれたものではなく、多くの祈りとFH
スタッフの地道な愛の実践によって構築された
ものであるのは言うまでもありませんが、現地で
感じた信頼関係は、豊かな国日本でいま失われ
つつあるものかもしれないと思いました。
　FHスタッフがまず神様に心から信頼しながら
働いていて、そしてそのFHスタッフたちを信頼し
ている子どもたちや、村の大人たちの姿があるこ
と。そして村の人たちの中に信頼関係が生まれ、
貯蓄グループという形で信頼が実を結んでいる
こと。そしてFHスタッフたちの最終的な願いは、
村の人々がその働きに信頼すること以上に自立
していくこと。
　自分だけが良ければというものではない、本
当に大切なものを見ることができた気がしま
す。今回、少ない日数の中で、僕が感じたこと以
上に苦労や問題点はあるのかもしれませんが、そ
れ以上にここには多くの愛と喜びがある。そう感
じることができたカンボジアでの４日間でした。
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愛の実践による絆があるから

　日本国際飢餓対策機構の親善大使として初め
て現場に行きましたが、やはり実際に現地に足を
運び、目で見て肌で感じて見なければ気付けな
かったことがたくさんありました。カンボジアの
村人たちの笑顔やキラキラ輝いている子どもた
ちの姿をしっかりと目に焼き付けながら歌を届け
ることができ、本当に貴重な体験をさせて頂きま
した。
　研修ツアーを振り返ってみて思ったことは、僕
たちがカンボジアの村で演奏させてもらうこと
は当たり前のことではないということです。僕た
ちの行動を一言でいうなら「楽器を担いで飛行
機に乗り、現地に足を運び演奏して歌を届ける」
ということでした。僕たちの行動だけを考えれば
そう難しいことではないように感じます。しかし
僕たちが村人に笑顔で歓迎されて演奏すること
ができたのは、これまでカンボジアのFHスタッ
フ一人ひとりが時間をかけて村人たちに愛を実
践し続けて築いてきた絆があったからこそ実現
できているのだと思いました。僕たちはこの築い
てきた関係の上に立ち演奏させて頂いたわけで
す。この関係がなければ僕たちが村に行き演奏
したいと願っても歓迎されなかったでしょう。
　このカンボジア研修ツアーを通して改めて愛
を実践していくことの大切さを感じ、これからの
自分の人生に大きな気づきを与えてもらった素
晴らしいツアーでした。これからも親善大使とし
て最善を尽くしていきたいです。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

田
た な か

中満
み ち や

矢
「あなたの夢はなんですか？」

　この質問が大好きです。日本人はシャイだと言
われますが、カンボジアの人々はもっとシャイで
あることに親近感を覚えながら、子どもたちにそ
の質問をしました。すると彼らは恥ずかしがらず
にすぐ手を上げて「私の夢はドクターになること
です」「先生になることです」「警察官になること
です」。キラキラとした眼差しで夢を語る彼らの
姿が輝いていました。全教科に使っているのであ
ろう一冊のくたびれたノート。木に針金でくくり
つけられただけのホワイトボード。男の子が当然
のように着ているキティちゃんのTシャツ。私には

「過酷」と思えてしまう状況でもしっかりと夢を
持って生きている姿に感動しました。
　しかし、後でこんな話を聞きました。「夢の種類
が少なかったことに気づきましたか？」
　確かに多くの子どもたちが夢を語りましたが、
夢は４、５種類しかありませんでした。それは彼ら
の身の回りにモデルが少ないことを示していた
のです。私たちはなぜ夢を持つのでしょうか。そ
れはその夢を生きている人の姿を見聞きして、
感動したからではないでしょうか。「私もあんな生
き方がしたい！」と子どもたちが思えるチャンスを
もっと作っていきたいと強く思った瞬間でした。
FHの教育支援の尊さを実感しました。次世代を
担う子どもたちの可能性が広げられることは、彼
らの村の可能性が広がることです。彼らの村が
豊かになることが、彼らの国を豊かにします。カン
ボジアであっても日本であっても、そのために何
かしていきたいと強く願わされた旅でした。
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三
みつはし

橋恵
え の く

之矩
VDCの会議で感じた事

　カンボジアへの旅では多くの人と触れ合い、文
化の違いや言語の違い、FHの現地スタッフの愛
ある行動を見てくる事が出来ました。現地訪問で
個人的にインパクトが大きかったのが村々で定
期的に行われるVDC（Village Development 
Community）、すなわち村の開発委員会の会議
でした。村のリーダーとFHのスタッフが集まり、
共に今その村に必要な事、又村の改善の為の最
優先事項などを話し合う会議でした。その様子を
見ながら現地スタッフと少しお話しをしていると
この会議の重要性がいろいろ見えてきました。
リーダーを育てて自分たちで村を良くしていく
責任を持って貰うこと、村の改善を政府側に頼ん
でもそれが承諾されて行動に移されるまで時間
がかかり進まない事、FHのスタッフ抜きでもミー
ティングが自発的に持たれるように励ましている
事。これはほんの一部に過ぎないですが個人的
にとても印象に残った要素でした。
　「VDC会議を通して勤勉で誠実なリーダーが
育って行き、国をリードする人がどんどん育って
いく事を願っている」１つの小さな村の会議でし

かありませんが、この中からしっかりとした価値
観の土台を持ち、勤勉さと誠実さを兼ね備えた
リーダーが育って行くとなると、国の根底から改
善される素晴らしい会議だと気づかされました。
まさに国作り、国の再建そのものだと思わされま
した。村民を主体として愛と忍耐をもって10年
単位で動かれているFHのスタッフ一同、あくまで
自転車の補助輪のようなその働きに痛く感動し
ました。これからもこの働きが尊く更に大胆に用
いられるよう切に祈っております。
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バンミリア村の子どもクラブでの交流風景

チャンヒア村では貯蓄グループの養豚を視察

チャンヒア村で貯蓄グループのミーティングに参加

旅の終わりにアンコールワットへ

自分たちの人生に大きな気づきを

もらった活動地訪問となりました
カンボジア研修　参加レポート

ナイトdeライト公式ホームページ
ht t p : / / n i g h t - d e - l i g h t . c om
2016年10月３０日世界食料デー広島大会に
ナイトdeライトの出演が決定しました。

お知らせ
コンサートや
CDの情報は
こちらから
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　10月16日は世界食料デー。今年で25回目を迎える

「国際児童画展」は、世界食料デー芦屋大会実行

委員会と当機構が共催で開催しています。

　開発途上国で主として教育支援「チャイルド

サポーター（世界里親会）」の支援を受けている地

域の子どもたちに参加を呼びかけて、同じテーマで

絵を描いてもらっています。現地での厳しい選抜をく

ぐり抜けてきた力作約20点づつが、世界のさまざま

な地域から秋の作品展を目指して日本まで届けら

れています。

　子どもたちが描くのは、一人ひとりの目に映った

ものや、感じ取っているもの、時には願望であったり

します。表現された絵の世界を通じて、その時々に

その国の子どもが置かれた状況や毎日の生活を想

像することができます。

　今年は、世界食料デー芦屋大会と名古屋大会

（子ども絵画コンクールと共催）、南大阪大会で展

示の予定です。ぜひお近くの会場へお越しください。

　これらの児童画は過去の作品も含め貸し出しを

行っています。絵画を通して世界の飢餓・貧困の現

実への理解を深めると同時に、絵の中にあふれ出る

家族への愛、地域社会への思い、子どもたちの夢や

希望が見る人に深い感動を与えることでしょう。

　　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

QＪＩＦＨの活動を知って頂いた
きっかけは？
　クリスチャン系の新聞などで飢
餓対策機構の記事を読んだのが
きっかけです。
　それまで赤十字社や国連関係
の団体の支援をしていましたが、
ＪＩＦＨの資料を請求してみまし
た。そしてニュースレターを読んで
その活動が素晴らしいと思いまし
た。食べられない人には食べ物を
支援し、精神的なサポートもして

いる。
QＪＩＦＨのハンガーゼロサポー
ターになってくださったのは？
　私はクリスチャンとして、今苦し
んでいるところをサポートする、
水がない人には、まず水を与える
という思いを神様から与えられて
います。アジアやアフリカなど遠
くに住んで苦しんでいる人を支援
したい、けれど直接は渡せない。
でもそこで人々に心から仕えて支
えてくれる人がいる、その人を通し
て捧げることができるのは感謝な
ことだと思います。

社員全員が賛同

Qハンガーゼロ自動販売機や地球
儀型募金箱も置くなど様々な形で
支援をしてくださっていますね。
　個人でサポートを始めて、私が
主催している「よろこび研究会」
の仲間も賛同してくれて募金して
います。自販機は飢餓対策ニュー
スで知りました。これは一般の方
へのＰＲに最適だと思い、社員に
自販機設置のことを話したら全員
が賛成してくれました。

　自販機を設置している場所が
バス停なので、学生さんがたくさ
ん利用してくれています。自販機
にアフリカのサポートのことが書
かれているからいいですね。ハン
ガーゼロ自販機で買った人が祝福
されると思います。私たちは設置
場所を提供しただけです。会社の
お客様や協力業者さんにも支援
活動が広がって欲しい、そして祝
福されることを願っています。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

銀
賞
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
く
ん

2016年のテーマは「学校生活」
国際大賞金　Joel Kawanguzi（ジョエル・カワングチくん）
国際大賞銀　Steven Wasimoirye Mark（ワシモイリェ・スティ―ブン・マークくん）
国　際　賞　Mwanja Edmon Kaliza（ムワンザ・エドモン・カリザくん）
国　際　賞　Antonny Isiko（アンソニー・イシコくん）

　2009年から当機構のサポーターとしてご協力くださっている
奥田英男さん（オクダ商事社長：不動産建設業）は、今年３月から
東京都福生市にある本社ビル前にハンガーゼロ自販機を設置して
くださっています。設置当初はドリンク１本につき10円寄付をして

いただいていましたが、「学生さんがよく
買ってくださるので、学生さんの思いをでき
るだけたくさんお届けしたくて」と寄付額を
30円に変更してくださいました。熱い思い
をもって支援活動に取り組んでくださって
いる奥田社長にお話を伺いました。

応援してくださる皆さんの思いをもっと届けたい
オクダ商事さん「 自販機の寄付額を増額しました！」

ハンガーゼロ自販機全国に97台
１年間の募金額は2,700,838円でした

2015年５月〜2016年４月集計

ご協力を感謝いたします

お問い合わせは大阪事務所・碓井まで

◦FHウガンダからのメッセージ
私たちは長年この児童画展に参加していますが、子どもたちの絵の
才能を伸ばすとても良いチャンスになっています。また日本から入
賞した子どもたちに届けられる賞状が、どれほど彼らの励みになっ
ているか計り知れません。（左から）国際賞アンソニーくん、参加賞のブレンダさん、

金賞のジョエルくん、参加賞のシャミラさん

国際大賞 金

国際大賞 銀

国 際 賞

参 加 賞

国際児童画展を企画しませんか？ こちらから https://www.jifh.org/joinus/plan/children_painting.html
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開発途上国の児童画の展示、貸し出し

まもなく100台!!
ハンガーゼロ

自販機


